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あった。代表的野党 ひとつ汎マレーシア ・ イスラーム （ＰＡＳ）は、その名が示すとおりイスラーム主義の政党であり、イスラーム法を全面的に採用する国家の建設を党の目標にしている。もうひとつの代表的野党は、華人を支持母体とする社会民 主義 の民主行動党（ＤＡＰ）である。ＤＡＰは、もっぱら非マレー系、非ムスリム市民の利益を する政党であり、ＰＡＳとは対立してきた。その他の野党はほとんどが泡沫政党である。この国の政 制は、巨大な与党連合をばらばらの野党取り巻く一強多弱が常態であった。
●一強多弱の促進要因　
ただし一強多弱といっても、与
党が国民の圧倒的な支持を得てきたわけではない。与党の議席占有率と得票率には、一貫して大きな乖離がある（図１） 。直近の二〇一三年選挙では与党の得票率が四七 ・ 四％にま 落ち込んだが、それでも与党は議席の六割を得た過半数票を得ながら政権をとれなかった野党側は、民意を反映しない選挙は不当だと訴えてい 。　
この意見に、皆さんは同意なさ
るだろうか。翻って我が国の状況をみると、二〇一四年の衆議院選挙の小選挙区において、連立与党は四九 ・五％の得票率で議席の七八 ・六％を得ており、得票率と議席率の乖離はマレーシアのそれより大きい（表１） 。比例代表の部分を合わせても、自民党と公明党は四八 ・ 二％ 票で六八 ・ 六％の
議席を得た勘定になる。日本の与党も、得票に対して不釣り合いに多くの ているのである。　
ただし日本とマレーシアでは、
得票率と議席占有率の差をもたらす要因に違いがある。日本では、小選挙区制であるに かかわらず与野党が一騎打ちになる選挙区が少ない。多くの場合、政府・与党に対する批判票を野党どうしが奪い合っている 前回 衆議院選挙における自民・公明両党 当選者のうち、得票率が五〇％に満たなかった候補の割合は約四割に達する。野党どうしの争い 膨大な死票を生んでいるのである。　
一方、マレー シアの野党は
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権者数が最少の選挙区と最多の選挙区との格差は九 ・ 一三倍もある。　
七八カ国の下院選挙における一







う。これまでマレーシアでは、議会の定数増員の際に与党に有利になるよ な選挙区割りの変更が繰り返されてきた。だがもうその手は使え い。議員定数は憲法で定められており、現状では与党単独では憲法改正に必要な議員 （三分の二）に満たないからだ　
残された選択肢のなかでもっと
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得票率 50％未満の議席の割合 5.3% 39.7%
一票の格差
最大格差（最少 : 最多） 1:9.13 1:2.13
MAL2) (Loosemore–Hanby index) 0.1733 0.0834
（注） 1 ) マレーシアは 2013 年 5 月 5 日の連邦下院選挙，日本は 2014 年 12 月 14
日の衆議院選挙の小選挙区が対象。
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